
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三島市障がいとくらしを支える協議会は、市内関係団体・当事者・事業者の顔の見える 

“つながり”作りを大切に、愛称：アーチのとおり、架け橋になることが目標です！！ 

か  た  ら  し  て   
令和元年 11 月発行 

 

 

 

いいものみつけた！！ （皆さんのこえ） 

アーチ 通 信 第 19 号 

「か た ら し て」 は 三島の方言で  

「なかまにいれて」 という意味です。 

 

 

★～お店の紹介 スイーツ編 ②～ 「お菓子工房 モフ～」★ 

生活介護事業所「えがお」さんの東側、道を挟んで向かい側に、スイーツのお店があるのをご存知でしたか？ 

一見、普通のお家なのですが、ドアを開けて中に入ると、スイーツのディスプレーが並んでいます。その空間は、まるで森の中

にいるようで、見ているだけで癒されます。 

どのスイーツも見ていて愛おしい気持ちになりますよ。 

 

商品は、お店の奥の冷蔵庫から出してきてくれます。イートインスペースもあり、お店の癒しのオーラを感じながら、楽しむこ

とができます。おススメですよ～♪ 

写真のスイーツは「お山」です。 

 

 

 

三島市青木 7-7 

火・水・土・日営業 



  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運営会議のほうこく！  日時：令和元年 9 月 25 日（月）15：30～17：00 場所：三島市役所 西館会議室 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
サポーター紹介！ 

 

 

プロジェクトチームの進捗状況について 

①相談＆サビ管の連携プロジェクト 

成果物を取りまとめた資料を配信予定です。 

予定期間を終え、プロジェクトは終結となりました。今後の企画については、これから検討します。 

 

②人材育成プロジェクト 

「ＴＡＢＵＮ」リストについて、名簿を修正します。また、取扱説明書を作成中です。 

「ＴＡＢＵＮ」リストを活用したパッケージング研修として、小規模事業所向けの新人研修を企画しています。 

 

ネットワークミーティング(全体会)の企画について 

 ネットワークミーティング時のグループワーク進行方法等についてまとめました。 

全ての出席運営委員がファシリテーターになります  グループ構成は 6 名×6 グループ程度にします。  他 

 

その他 

10 月以降の運営会議で、“新規の相談＆サビ管プロジェクト”“地域生活支援拠点事業”“放課後等デイサービスと学校の連携” 

他、プロジェクト設置のあり方・協議会の進め方等について、あらためて検討することとしました。 

 

所属 一般社団法人三島市手をつなぐ育成会 

   とらいあんぐる 

（特定相談・障害児相談支援事業所） 

   相談支援専門員 

氏名 高木 文明 

＜プロフィール＞ 

好きなこと 今は中断していますが、模型作り（一部屋占領できたら再開を考えています） 

バレーボール（アキレス腱を切ってからやっていないので、まずは体力づくりをしないと） 

毎日の日課 朝 6 時から犬と一緒に散歩すること 

今の目標 １５年前の体にリフレッシュすること（結構大変です？） 

 

 

 

やりかけの木製飛行機のキット 8 歳のミックス犬 



 

活動日：第２、第４月曜日 

１４：００～ 

活動場所：三島市内の公民館 

連絡先:supoparu.mishima@gmail.com 

 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

*より詳しい情報はホームページに掲載しましたのでご覧ください。 
三島市障がいとくらしを支える協議会ホームページ   http://kir250520.kir.jp/netcommns/htdocs/?page_id=35 
 
事務局連絡先：(福)見晴学園 相談支援事業所ふぁいん  055-976-8386  sole-fine@shirt.ocn.ne.jp  

三島市東本町１丁目２番６号 英光ビル１・１階（伊豆箱根鉄道三島田町駅からすぐ） 月曜日～金曜日 8：30～17：30 

TEL：055-973-3450   E-mail：seikatsushien-mishima@tokaido-sigma.jp   受託事業者：株式会社東海道シグマ 

「スポパル」の活動を紹介します！ 

２年前に「親子での運動遊びを通して成功体験を積み、子どもたちの自己肯定感を高めたい」
というお母さんたちの思いで発足した自主運営の活動です。講師は、県東部で活躍中の、発
達段階や特性への支援に精通している運動指導専門家の水野直子先生です。視覚支援グッズ
やあらかじめ伝えるスケジュール、荷物置き場の表示等々、分かりやすく取り組みやすい支
援、指導のもと、兄弟児も共に賑やかに楽しく活動しています。 

内容：お名前呼び、手遊び、ダンス、まねっこ 
   走る・止まる、だるまさんがころんだ、サーキット 
   ふれあい遊び、ボール遊び、新聞紙遊び、風船遊び 
   準備、お手伝い 

保護者の感想：初めは活動に参加できなかったが、だんだん参加できるようになった。 
 待てるようになった。視覚支援グッズがスポパル以外でも役にたっている。 
 母子分離ができる子が増えた。 
次の活動の予測ができるようになり、先を見通して動けるようになった。 

活動をしていてよかったと思うこと 

・参加者のお母さんたちだけでなく、 

 活動のサポートや体験談を話してくれる 

など、先輩のお母さんたちとつながれた。 

・役立つ情報を得られた。 

今後は、集団遊びや、お友だちと力を合わ

せる活動も取り入れたいと思っています。 

サポーターさん募集 

お願いすること 

・笑顔で一緒に活動をもりあげる。 

・安全に活動できるように講師の活動

サポートや同伴兄弟児の遊び相手 

・活動記録用の写真撮影 

 

http://kir250520.kir.jp/netcommns/htdocs/?page_id=35
mailto:sole-fine@shirt.ocn.ne.jp

